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内径 外径 基礎厚 保護厚砂埋戻高素堀幅矢板外幅 内径 外径 基礎厚 保護厚砕石基礎高素堀幅矢板外幅

150 165 100 100 365 550 850 150 156 100 100 356 550 850

200 216 100 100 416 700 900 200 206 100 100 406 700 900

250 267 150 100 517 800 950 250 257 150 100 507 800 950

300 318 150 100 568 850 1000 300 308 150 100 558 850 1000

350 370 150 100 620 900 1050 350 358 150 100 608 900 1050

400 420 150 100 670 1000 1100 400 408 150 100 658 1000 1100

450 470 150 100 720 1050 1150 450 458 150 100 708 1050 1150

500 520 200 100 820 1100 1200

600 630 200 100 930 1200 1300

内径 外径 基礎厚砂埋戻高矢板外幅 内径 外径 基礎厚 保護厚
砂・砕石
埋戻高

矢板外幅

600 624 200 824 1300 600 704 100 300 1104 1400

700 728 200 928 1400 700 820 100 300 1220 1500

800 832 200 1032 1500 800 936 100 300 1336 1600

900 936 200 1136 1600 900 1054 100 300 1454 1750

1000 1040 200 1240 1700 1000 1168 100 300 1568 1850

1100 1144 300 1444 1800 1100 1282 200 300 1782 1950

1200 1248 300 1548 1900 1200 1396 200 300 1896 2050

1350 1404 300 1704 2100 1350 1562 200 300 2062 2250

ﾘﾌ゙付硬質塩化ﾋ゙ﾆﾙ(PRP)管標準寸法

B形ﾋｭーﾑ(HP)管標準寸法

硬質塩化ﾋ゙ﾆﾙ(VU)管標準寸法

強化ﾌ゚ﾗｽﾁｯｸ複合(FRPM)管標準寸法
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注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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18-8-25(20)BB 18-8-25(20)BB

断面図 B-B断面図 A-A

用途：管の起点及び600mm以下の管の中間点ならびに内径400mmまでの管の会合点

　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること

１号組立人孔（内径900mm円形）人孔構造標準図

注1)足掛金物の設置について

注2)内副管の設置本数について

注3)適用深さについて
　　　人孔内の内副管設置本数は１本まで

注4)上記注意事項を遵守できない場合は「管路管理課」と協議すること

　　　人孔埋設深さ（G.Lから底版ブロック下面まで）が5mを超える場合は
　　　1号人孔が使用不可のため，深型人孔（Ⅱ種）とすること
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　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること

２号組立人孔（内径1200mm円形）人孔構造標準図

用途：管の起点及び900mm以下の管の中間点ならびに内径500mmまでの管の会合点

注1)足掛金物の設置について

断面図 B-B断面図 A-A

注2)内副管の設置本数について
　　　人孔内の内副管設置本数は２本まで
注3)適用深さについて

注4)上記注意事項を遵守できない場合は「管路管理課」と協議すること
　　　深型人孔（Ⅱ種）とすること
　　　人孔埋設深さ（G.Lから底版ブロック下面まで）が5mを超える場合は
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平面図
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　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること

３号組立人孔（内径1500mm円形）人孔構造標準図

用途：管の起点及び1,100mm以下の管の中間点ならびに内径700mmまでの管の会合点

注1)足掛金物の設置について

断面図 B-B断面図 A-A

注2)内副管の設置本数について
　　　人孔内の内副管設置本数は３本まで
注3)適用深さについて

注4)上記注意事項を遵守できない場合は「管路管理課」と協議すること
　　　深型人孔（Ⅱ種）とすること
　　　人孔埋設深さ（G.Lから底版ブロック下面まで）が5mを超える場合は
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平面図
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　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること

片楕円組立人孔（内径600mm×900mm）人孔構造標準図

用途：１号人孔の設置が困難な場合

注1)足掛金物の設置について

断面図 B-B断面図 A-A

注2)内副管の設置について
　　　人孔内の内副管設置本数は１本までとし，短辺方向からの設置とすること
注3)上記注意事項を遵守できない場合は「管路管理課」と協議すること
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平面図
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　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること

両楕円組立人孔（内径600mm×900mm）人孔構造標準図

用途：１号人孔の設置が困難な場合

注1)足掛金物の設置について

断面図 B-B断面図 A-A

注2)内副管の設置について
　　　人孔内の内副管設置本数は１本までとし，短辺方向からの設置とすること
注3)上記注意事項を遵守できない場合は「管路管理課」と協議すること
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コンクリート製小型（内径300mm円形）人孔構造標準図

用途：起点部・中間部及び今後流入の見込まれない末端部で，
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用途 : 起点部・中間部及び今後流入の見込まれない末端部で，

　　 　屈曲角度が３０°以下及び人孔深が２．０ｍ以下の場合
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注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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24N/mm2

注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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24N/mm2

注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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24N/mm2

注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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24N/mm2

注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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24N/mm2

注）足掛金物の設置について
　　①鉄蓋のロック部分に干渉しないこと
　　②将来流入が見込まれない箇所，または，下流側へ設置すること
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90°曲管

管
底
差
Ｆ
Ｈ

人孔用可とう継手

(本管φ150は、Ｔ型管使用)

支管可とう継手

275 325

600

断 面 図

平 面 図

325275

600

2
0
0

1
5
0

2
0
0

5
5
0

断 面 図

平 面 図

外副管 内副管

（可とう）

組立人孔副管工

(本管：塩ビ管)

本
管
径

プレーンエンド直管

（φ１５０）

人孔用可とう継手

内壁固定型内副管

内壁固定型内副管

90°曲管

管
底
差
Ｆ
Ｈ

砕石埋戻し

人孔用可とう継手

1
0
0

外副管部で，塩ビ管を使用する箇所に

砕石基礎用防護シートを設置する。

（φ１５０）

プレーンエンド直管

本
管
部

砂
基
礎

砕石埋戻し

1
.
0
0
ｍ

副管用固定バンド

注）副管用固定バンドの設置間隔について
　①プレーンエンド直管が1.00m以内の場合は管の上下にそれぞれ設置すること
　②プレーンエンド直管が1.00m以上の場合は管の上下及び1.00m毎に1箇所ずつ設置すること
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人孔用可とう継手

（可とう）

組立人孔副管工

(本管：リブ管)

内副管

断 面 図

平 面 図

本
管
径

プレーンエンド直管

（φ１５０）

人孔用可とう継手

内壁固定型内副管

内壁固定型内副管

90°曲管

管
底
差
Ｆ
Ｈ

90°曲管

管
底
差
Ｆ
Ｈ
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断 面 図

平 面 図
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2
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2
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5
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90°曲管

管
底
差
Ｆ
Ｈ

人孔用可とう継手

支管可とう継手

275

断 面 図

平 面 図

275

2
0
0

2
0
0

5
5
0

本管径：200本管径：150

外副管

2
0
0

支管可とう継手（Ｔ型管）

人孔用可とう継手

砕石埋戻し

砕石埋戻し

プレーンエンド直管

（φ１５０）

外副管部で，塩ビ管を使用する箇所に

砕石基礎用防護シートを設置する。

砕石埋戻し

人孔用可とう継手

砕石埋戻し

（φ１５０）

プレーンエンド直管

外副管部で，塩ビ管を使用する箇所に

砕石基礎用防護シートを設置する。

外副管部で，塩ビ管を使用する箇所に

砕石基礎用防護シートを設置する。

1
.
0
0
ｍ

副管用固定バンド

　②プレーンエンド直管が1.00m以上の場合は管の上下及び1.00m毎に1箇所ずつ設置すること
　①プレーンエンド直管が1.00m以内の場合は管の上下にそれぞれ設置すること
注）副管用固定バンドの設置間隔について
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本管がリブ管の場合は砕石基礎用
防護シートにて保護を行う事
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本管に2ケ所以上穴をあける場合は下図の様に計画すること
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18-8-20(25)m3/m

18N/mm2
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